
  

⼩小規模多機能の実践事例例検討会  
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
■日時・内容（詳細は裏面）	
 
開催日：2019 年 11 月 12 日（火）	
 
第 1部：事例検討会例検討会（5事例）（参加費：無料）	
 

13:00～13:30	
 開場・受付	
 

13:30～17:00	
 事例検討	
 等	
 

	
 

■会	
 	
 場	
 アイーナいわて県民情報交流センター	
 団体活動室２	
 

（〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通 1丁目 7番 1号）	
 

■参	
 加	
 費	
 	
 無	
 料	
 
■参加申込について（定員 40 人／先着順）	
 
参加ご希望の方は、下記参加申込書に必要事項を記入の上、ファックスにてお申し込み
ください。折り返し、この参加申込書に受付印を押印し、ファックスにて返送いたしま
す。	
 返信には、最大で 1 週間ほどお時間をいただきます。	
 
当日は、その参加申込書をお持ちになり、会場までお越しください。	
 

	
 	
 参加者変更・キャンセル等がある場合は、FAX でお願いします。	
 
	
 

FAX：03-6430-7918	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＜事例検討会 in 盛岡＞	
 	
 

主催：全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会	
 （東京都港区浜松町 1-19-9-3F／TEL:03-6430-7916）	
 

※ＦＡＸ番号はお間違えのないようお願いいたします。	
 事務局受付日：	
 	
 月	
 	
 日	
 受付印	
 

	
 

参加者名	
 ①	
 	
 ②	
 	
 

事業所名（市町村）	
 

（市町村名：	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

	
 

Ｔ	
 Ｅ	
 Ｌ	
 	
 ＦＡＸ	
 	
 

事例検討会 

小規模多機能型居宅介護が地域密着型サービスとして位置づいて丸 13 年が経過し、全国で 5,445
か所の事業所が稼働し、9.97 万人の高齢者が小規模多機能型居宅介護を利用しながら生活を送られ
ています（介護給付費実態調査月報／平成 30 年 10 月現在）。	
 
そもそも小規模多機能型居宅介護は、制度創設時、中重度者の在宅生活を可能とするため平均要介

護度を3.5と想定して、創設された。しかしながら、昨年の本会における実態調査では、平均要介護
度2.20となっており、現実との乖離があることでの経営への影響、さらなる全国への整備・普及への
影響は否めません。	
 
人材確保の観点も、介護職員の確保は困難を極め、外国人技能実習制度の活用等、工夫や検討は進

めているものの事業運営に支障をきたしているところも出てきています。	
 
また、介護予防サービスを実施する小規模多機能型居宅介護において、介護予防・日常生活支援総

合事業の実施状況や、地域の事業所との連携について明らかにし、早期の支援のあり方についての検
討も必要であります。	
 
「小規模多機能型居宅介護における経営の安定性確保や介護人材の確保等」を検討するうえで、収支
の視点だけではない「経営の安定性を確保すること」とは何かを様々な視点から検討することを目的
に事例検討会を開催します。	
 

盛岡会場  



「事例検討会」について	
 

	
 

■内	
 	
 容	
 

13:00～13:30	
 開場・受付	
 

13:30～14:30	
 これからの小規模多機能型居宅介護（仮題）	
 

14:30～16:30	
 事例（5事例）	
 

小規模多機能ホームやかた（釜石市）	
 	
 	
 	
 	
 介護支援専門員	
 小山	
 賢	
 氏	
 

小規模多機能ホームあすも（宮古市）	
 	
 	
 	
 	
 介護支援専門員	
 藤岡	
 大樹氏	
 

小規模多機能ホーム厨（陸前高田市）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 所長	
 佐々木祐也氏	
 

看護多機能和や家～なごやか～（岩手郡岩手町）介護支援専門員	
 佐藤	
 武身氏	
 

小規模多機能ホーム「後ノ入」（大船渡市）	
 	
 	
 介護支援専門員	
 金野	
 富	
 氏	
 

17:00	
 閉会	
 

	
 

＊事例検討で報告いただく事業所募集で案内しているテーマの一部	
 

（１）利用者へのかかわり（ケア）や状態像の変化に伴う事例	
 

□登録時より2段階以上、要介護度が改善した事例	
 

□小規模多機能はやりすぎている実態／できることや機会を奪わないケア	
 

（２）地域密着型サービスらしい人材確保の工夫	
 

□職員を地元採用にこだわっている事例（事業所事例）	
 

□利用者家族や運営推進会議メンバー等が職員になった事例（事業所事例）	
 

（３）介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況と支援のあり方	
 

□介護予防・日常生活支援総合事業を取り組んでいる事例（事業所事例）	
 

･･･など	
 

	
 

	
 

■主な講師	
 

	
 全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会	
 	
 	
 理事長	
 宮島	
 渡	
 

全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会	
 	
 副理事長	
 黒岩	
 尚文	
 など	
 

※講師の都合で、一部変更になる場合があります。	
 

	
 

■東北地方で同内容の研修会を実施します。	
 

	
 11 月 11 日（月）秋田市	
 	
 11 月 12 日（火）盛岡市	
 

	
 ※事例紹介は開催県の事業所となります。	
 

詳細はホームページでご確認ください（近日中公開予定）。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 


